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指標

現状値

（H26）

目標値 目標年度

合計特殊出生率 1.57 1.63 Ｈ31 ―

社会移動人口

（転入出増減）

：人人人人

-85 0 Ｈ31 171

今後も犬山市に

住み続けたいと

考える市民の割

合

：％％％％

83.0 90% Ｈ31 86.0

事業所数

：事業所事業所事業所事業所

2,673 2,726 Ｈ31

2,673

(H26)

市民活動に参加

している市民の

割合

：％％％％

11.0 18.0 Ｈ31 8.7

観光入込客数

：万人万人万人万人

563 586 Ｈ31 571

犬山のまちに愛

着を感じる市民

の割合

：％％％％

78.1 85.0 Ｈ31 82.5

■いいね！いぬやま総合戦略ＫＰＩ一覧表

3

基本

目標

施策の方向性（5年間のすすめかた）

目標指標（ＫＰＩ） 結果

(数値)

H28

◆すべての取り組みを市内外に広めるためのシティ

プロモーションを展開。効果的な情報発信・地域の

絆強化・郷土愛の醸成を図る。

◆「豊かな自然」「城」「伝統文化」「人の優し

さ」など、犬山が誇る地域資源を活かして「犬山

ファン」や「心から地元を誇りに思う気持ち」を育

む。住む人が地域への誇りを高め、市外の人にも魅

力的な「訪れたくなるまち」を目指す。

◆「観光」を戦略的に展開。観光を基軸に地域資源

を活かしながら、多様な分野と連携。観光を産業と

して裾野を拡げ、産業全体の強化に挑戦。重点とす

る視点は「新しい観光の魅力発掘」であり、特に

「体験」「人の交流」「滞在」をテーマに展開す

る。

気

持

ち

い

い

住

環

境

　

「

暮

ら

し

た

い

ま

ち

が

あ

る

」

◆幹線道路沿いの商業施設誘致にチャレンジ。買い

物の不便さを解消し生活都市としての魅力を高め

る。

◆「自然や“農”が近くにある暮らし」など、犬山

ならではの新たな暮らし方の価値観を提案し「住む

まち」としての魅力を市内外に効果的に情報発信す

ることで、都市ブランド力を高め「住みたいまち」

を実現する。

◆定住を促すため、空き家や低・未利用地の活用、

民間活力を活かした住宅の整備など、魅力ある住環

境づくりに挑戦する。

◆幹線道路や鉄道駅を核として買い物や交通の利便

性の良さを活かした「まちの魅力」を向上する。

◆若者世代・子育て世代の市内定住に向け、ＵＩＪ

ターン、就業の支援に加え、子育てと仕事の両立の

ため、多様な子育て支援を展開。小児医療や教育環

境の充実なども加えて、若者が安心して結婚し、子

を産み、育てることができる社会の実現に挑戦す

る。

居

場

所

と

出

番

　

「

活

躍

し

た

い

ま

ち

が

あ

る

」

◆新たな起業や地域ブランドが生まれる環境と仕組

みづくりにチャレンジする。

◆基幹産業である「工業」充実のため、新たな工業

団地の整備等を進め、雇用の場を確保する。

◆「祭り・伝統文化」などを通じた地域内の融和・

地域力の向上にチャレンジする。

◆すべての子どもが自信と希望(目標)を持つことが

できるよう、あらゆる世代の人や地域と関わりを持

ちながら自ら学び、成長できる環境を整える。

◆女性や若者、高齢者を始め多様な主体が活躍でき

る居場所と出番づくりを応援する。

◆地域に応じた多様な地域活動を応援する。また、

地域の課題を自らが解決しようとする取り組みを応

援する。

◆地元大学等の教育機関が活躍する場と機会の確保

を重視。学校と学生の力を地域課題解決に活かす。

人

の

交

流

　

「

訪

れ

た

い

ま

ち

が

あ

る

」
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テキスト ボックス
資料４



1 2 4 5

指標 目標値 目標年度

見習い船頭の

乗船回数（延

べ）

：回回回回

450 H28 450

市公式HP、広報紙掲載のほか、近隣

市町への広報掲載などにより募った

７名の新人「なか乗り」を、鵜舟及

び屋形船の乗船を通して養成。また

「とも乗り」４名の操船技術向上を

行い、それぞれ、5/1～12/21までで

450回の技術向上のための訓練が実施

できた。

新規就労する

若手船頭の人

数

：人人人人

3 H28 6

新人「なか乗り」７名のうち、３名

が操船技術を取得し、合格及び６名

の継続意向が確認できた（１名は体

調不良により、来年度は辞退）。

「とも乗り」４名の操船技術向上を

行い、４名とも来年度の継続意向が

確認できた。

栗栖まちづく

り会議の参加

者数

：人人人人

100 H28 142

「未来まちづくり塾＠栗栖」を6回開

催し、地元住民を中心として毎回20

人前後の参加があった。

自立・自走の

為のまちづく

りイベント参

加者数

：人人人人

100 H28 117

「未来まちづくり塾＠栗栖」のメン

バーが、3つのグループに分かれてお

試しプロジェクトを実施した。

歩いて見なきゃ！ミラマチ栗栖：33

人

ママさんお散歩マップづくり：31人

栗栖で本物のキノコづくり：53人

稼ぐ農の研究

会開催におけ

る参加者数

:人人人人

100 H28 110

若手農業者やJA、観光協会、商工会

議所、大学により構成され、市職員

も参画して進められた研究会を5回、

視察を1回開催し、農業経営に関する

研究を行った。

桃サポーター

講座受講生に

よる桃農家支

援者数

:人人人人

10 H28 13

桃サポーター養成講座を卒業したメ

ンバーにより構成されるサポーター

クラブの取組として、5軒の桃農家に

対し、13人のサポーターが農作業支

援を実施。延べ71人日。H28にサポー

ター養成講座の卒業生によりサポー

タークラブが発足され、支援体制の

充実が図られた。

観光地で桃な

どの特産品プ

ロモーション

活動実施時の

参加者数

:人人人人

500 H28 271

入鹿池にて実施された世界かんがい

施設遺産登録周年祭にて、来場者に

対し、入鹿用水受益地内で栽培され

たお米をＰＲ用にパッケージを作成

し配布を行った。

農の拠点づく

りの為に開催

した研修等へ

のシルバー会

員参加者数

:人人人人

100 H28 91

実際に栽培している農園に出向いた

研修を中心として、計8日間延べ91人

が参加し、知識と技術の向上を図っ

た。

■地方創生加速化交付金関連事業ＫＰＩ一覧表
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①木曽川鵜飼の伝統を若者が継承事業

　船頭を公募し、若手見習いを一人前に

育成するのに必要な指導を実施。伝統漁

法の保全・継承、若者の新たな雇用創

出、観覧船と遊覧船事業の拡充による地

域経済活性化という事業効果を目指す。

市観光協会が木曽川鵜飼を強力にＰＲし

外国人観光客を積極誘致。将来は若手船

頭が、増加する外国人観光客へのおもて

なし対応力を高め、インバウンド需要の

取り込みを図る。

②栗栖地区住民を主体に「地域課題を考

える会」を発足。地域が収益を得て地域

内の別の課題に再投資するなど、自立し

自走する持続可能な仕組みの構築を目指

す。なお、本事業は犬山地区と栗栖地区

の活性化を主眼に置くが、河畔沿いは夜

の賑わいが喪失するなど課題が山積。今

後は、本事業を契機に河川空間全体を活

かし多様な主体が自走し活躍できる、特

色ある地方創生を実現する。

結果

(数値)

H28

実施内容

若

者

と

シ

ル

バ

ー

が

農

で

大

活

躍

！

桃

か

ら

生

ま

れ

た

地

域

お

こ

し

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

①若手農業者が中心となり「(仮称)稼ぐ農

の研究会」を発足。市、観光協会、地元大

学、桃農家、シルバー人材センター、市内

飲食店などが参加。現状を知り、マーケッ

トを見据えた生産と販売、ＰＲの手法など

を徹底的に研究し実践。若手農業者の自立

と市の農業全体の振興を図る。また、地元

大学や洋菓子店などと連携し「売れる特産

品」の開発研究を進め観光と経済の活性化

を図る。特に、「桃」は、新たな担い手の

発掘と育成を進め、若者のしごとの機会を

創出するとともに栽培技術などを伝承。6

次加工品開発も含め、桃ブランド再興を必

ず実現する。活動の中で土壌調査や移植準

備など桃畑の移転を検討。移転後は宅地化

を進めることで人の流れをつくり、定住促

進に繋げる。

②シルバー人材センター農業初挑戦事業の

推進

　自立した経営基盤強化と市の諸課題に寄

与するため農業分野に参入する。Ｈ27年度

に策定する全体計画に基づき、Ｈ28年度は

会員の研修等による人材育成、拠点施設整

備の為の計画づくりを進める。本格的な事

業実施後は、高齢者の安定した就業機会の

確保、高齢農家の農作業支援(特に桃農家

の支援)、学校給食や市内朝市への提供に

よる地産地消推進、農の拠点での観光農業

体験、若者の農の学校(研修所機能)などの

展開を目指し、「農で地域おこし」の一翼

を担う。

3

交付対象

事業の名称

事業の概要・目的

（目標指標）ＫＰＩ
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